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司 法 書 士 藤 原 康 弘 事 務 所
小金井市東町４－38－28－101 ☎042-386-7781

相続・遺言・登記手続き等お気軽にご相談ください。

外来診療☎042-386-3757
健康診断・人間ドックあり
月～土曜8:30～17:30(日祝休診）

新 鮮 な お 魚 を
皆 様 の お 手 元 に

〒190-0012
東京都立川市曙町2-25-9
グランデパッショーネ１F
電話 （042）524-2422
ＦＡＸ（042）524-2434
E-mail:hoshino@twatwa.ne.jp

“旬の和食”和モダンな雰囲気でゆったり食事

東町 4-38-24 ☎ 042-382-8182
旬料理 一心

http://www.shouwamiki.co.jp E-mail:info@shouwamiki.co.jp

菊田歯科医院
小金井市梶野町5-9-7 ☎042-381-9382（木・日・祝休診）

月･火･水･金･土9時～12時 14時30分～18時（土14時～17時）

松本寝具株式会社
寝具リース・リネンサプライ・備品レンタル

東 京 都 江 東 区 南 砂 5 － 1 5 － 1 1

ＴＥＬ 03-3645-8511 ＦＡＸ 03-3645-1311

急 な 宿 泊 客 ☆ 学 校 の 合 宿

幼稚園のお泊り行事☆保育所のお昼寝など

～子ども用から大人布団まで品揃え多数～

市民運動新聞
☎０４２−３８３−６６１１ FAX０４２−３８３−３０３１

Eメール:shiminundo@gmail.comホームページ:https://shimin-undo-np.jp

あ な た の 街 の 便 利 屋 さ ん
有限会社ブライト
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☎ ０ ４ ２ － ５ ３ ８ － ２ ５ ８ ５ E－MAIL info@team-bright.com

コ ス モ 教 育 セ ン タ ー で
漢 検 ・ 数 検 を 受 験 し よ う ！

漢 検 1 0 月 1 3 日 （ 金 ） 数 検 1 0 月 1 4 日 （ 土 ）

電話０４２-３８３-６４６４ メール easternjk@cosmo-kyoiku-center.jp

「創意工夫して一緒に見守りを」

小金井市社会福祉協議会(以下、市社協)

は今年度、ディスレクシア(Dyslexia、文字

の読み書きに関する学習障害)講座、子ども

･若者支援啓発講座、就労準備支援事業、ニー

ズ調査の各子どもや若者支援のための新規

事業を検討、開始している。昨年度実施し

たディスレクシア啓発講座は今年度、より

理解を促進し、地域で支え合える仕組みを

考える目的で実施。５月に２日間「ディス

クレシアを知る～読み書き障害とは」を開

催。その後講座参加者を対象に交流会を行

い、「今後交流できる会の立ち上げについ

ての発言が参加者からあった」(市社協)。

直ちに就労が困難な人へのプログラムや

就労に向けた支援、就労機会の提供を行う

就労準備支援事業は、市からの委託事業と

して実施。現在、市内の農園経営者の厚意

で作業を手伝う支援などを実施している。

また先駆的に事業実施している関係各所

を視察し、ヒアリングしニーズを調査。ど

ういう子ども･若者支援ができるのか、どう

いう支援が地域に必要かを調査し、地域で

有意義な講座開催できるよう準備している。

市社協は市民に「読み書きの障害のよう

に目に見えにくい障害のある方が地域には

たくさんいる。『できないこと』の指摘で

はなく、『できるようにすること(どのよう

な支援を行えばできるようになるのか)』に

着眼し創意工夫して一緒に見守ってほしい。

支援を必要とする子ども･若者が増えている。

困りごとがありそうな子ども･若い方々に、

市社協などの相談できる場所を教えていた

だけると幸い」と協力を呼びかけている。

ディスレクシア講座後に交流会

支援必要な子ども･若者増える

学校や保育所など子どもが活動する職場

で働く人に性犯罪歴がないことの証明を求

める新制度「日本版ＤＢＳ(Disclosure and

Barring Service)の導入に向け、子ども家

庭庁は有識者会議で検討を重ねている。小

倉将信こども家庭担当相は先月29日の記者

会見で「できる限り早期の法案提出を目指

したい」と話した。７

月には「こども･若者の

性被害防止のための緊

急対策パッケージ」を

取りまとめ、社会問題化している男性･男児

のための「性暴力被害者ホットライン」を

９月中を目処に開設するとしている。

小金井市内の事業者も対応を急ぐ。市内

で７保育所を運営する株式会社コスモズで

は今月半ばに社内協議を予定。「子どもの

最善の利益と最も子どもに相応しい場を提

供するため、職員の性犯罪歴確認の基本方

針を話し合う。乳幼児の安全と将来に対す

る責任の一端を担う施設として取組む必要

がある」(山田和美･同社取締役社長兼理事

長)と考えている。社会全体の課題でもある。

市 内 保 育 所 も 対 応 協 議

「早期の法案提出目指す」

三小グラウンドに来場者続々 !!

エコサマーフェス盛況

26日、第22回エコサマーフェスティバ

ルin小金井第三小学校（主催・東小金井

北口商店会）が開催された。「日本一ゴ

ミが出ないお祭り」をうたう同イベント

では、デポジット制のリユース食器やマ

イ箸マイ皿を持つ来場者が屋台の長い行

列に並んでいた。今年は小学校と商店会

がコラボした「防災ツアー」も企画され、

グラウンドには消防団の消防車も登場。

多くの家族連れが参加していた。

カラフルに飾られた入
場ゲートの左側には、
リユース食器を貸し出
すテントが（写真上）
体育館で舞台を盛り上
げる「武蔵乃桜太鼓」
は小金井二小のPTA親
子サークル（写真左）

講演会「子ども･若者の生きづらさを支える地域
づくりを学ぶ」開催／講師:入江優子氏(東京学
芸大学こどもの学び 困難支援センター准教授)。
10月２日15:00～17:00。場所：市社会福祉協議
会２階会議室(本町5-36-17)。申込･問合せ:小金
井ボランティア･市民活動センター 電話042-387
-0011、eメール vc-koganei@circus.ocn.ne.jp
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komatan（こまたん） ＠komatan3351

扇子の上で江戸曲独楽
ご ま

を回す緊張の瞬間

小金井市在住の映画プロデューサー、矢

間秀次郎氏(83)の最初の作品『あらかわ』

(1993年･萩原吉弘監督･80分)の上映会が行

われる。ダム建設で湖底に沈む里人たちの

記録したドキュメンタリー。時９月21日(木)

14:00～(開場30分前)/所東京ボランティア

市民活動センター会議室(JR飯田橋駅 西口、

セントラルビル10階)/問申込:氏名･住所･電

話番号･枚数を記入しFAX042-381-7770また

はeメール:h-yazama@oregano.ocn.ne.jpへ

参加費:予約1000円、当日1500円。

社協 新規事業

性犯罪歴確認
湖底に沈む里人の記録


